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1. は じ め に

前報 ｢ヒノキ間伐材の材質｣1)にひきつづき,スギ間伐材の材質について試験した結果を報告する ｡

本報告は,供試本数が少いが,植栽密度の異なった3林分より得られたスギ間伐材の材質調査結果である｡

なお,試験木の提供,試験木の製材ならびに実験遂行に種々御協力を賜った当研究所木材生物部門,奈良

県林産試験場および当研究室大学院生等諸氏に深甚なる謝意を表する0

2. 供試材および試験方法

2.1.供 試 材

供試スギ間伐材は,東京大学千葉県演習林内に1937年に設定された ha当り2,500本,4,400本,10,000

本植栽の3林分からなるスギ植栽密度試験地の各林分より得られた41年生間伐木から製材された｡各林分3

本の胸高から上の丸太 (長さ2,800cm)より75mm正角心持材を木取し,その周辺残部より75mm正角心

去り材,45mm 正割心去り材を可能なかぎり製材した｡上記9本の供試原木の元 口径,末口径,No･は

Tablelに示す通りである｡75mm 正角心去り材は,原木N0.1より2本製材きれたのみである｡45mm

Tablel･供試スギ間伐丸太元口径,未口径

N｡･ 】植栽密度 (本/ha)

*間伐材の利用に関する研究 (ⅠⅠ)とする,StudiesontheUtilizationofLogsfromtheThinningOper-
ation(ⅠⅠ).

**木質材料部門,DivisionorCompositeWood･
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No.I No.2 No.3

Figll 木取り方法 (上記3本以外の丸太からは 75mm 正角

心持材 1本木取られたのみである)

正熟む去り材は,原木No･1より3本,No･2より7本,No･3より7本製材きれた｡よって,原木No･4

よりNo･9の各原木からは,75mm 正角心持材が製材きれたのみである｡Fig･1に,原木No.1,No.2,

No･3の各原木の木取り方法と各試験材のNo.を示した｡

2.2. 試験 方法

2.2.1. 欠 点

供試材について,節,丸身,割れ,曲り等の欠点の測定を行った｡測定は,製材の日本農林規格 (農林省

告示第1892号,昭47)2)に示される項目に従って,供試材の四側面について行われ,同規格に従って製材等

級が決められた｡欠点の測定は,乾燥による曲り,割れの測定以外,乾燥後に行なった｡

2.2.2. 含 水 率

供試材の中央付近の3点の含水率を電気抵抗式水分計を用いて測定し,その平均値をもって供試材の含水

率とした｡

2.2.3.乾燥経過の測定

供試材を,20oC,65%の恒温恒湿試験室に,垂直に100日間静置し,重量変化,曲りの変化,割れの発生

を測定した｡

2.2.4. 曲 げ試験

生材の状態で,曲げヤング率 (75mm 正角 :100kgまで,45mm正割 :50kgまで)を測定し,恒温恒

湿室内で100日間乾燥した後,曲げ試験を行ったO試験方法は,Fig･2に示す通りで,75mm正角の場合中

央スパン1mの2点支持,2点荷重の方法を用いた｡45mm正割は,中央スパン48cmで試験きれた｡曲

P/2 P/2

Fig･2･ 曲げ試験の方法

Jl:75mm正角材では70cm,45mm正割材では36cm

72:75mm正角材では 100cm,45mm正割材では48cm
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げヤング係数は,中央スパンに対するたわみ8を用いて計算された.曲げ破壊係数U,曲げヤング係数Eは

前報1)同様中央における見かけの断面についての値である｡試験には島津油圧式 10t万能試験機を用い,た

わみ測定には精度 1/100mmのダイヤルゲージを用いた｡

なお,45mm 正利材については,供試材を 1/2にし,1万は生材のまま破壊まで至らしめた｡

3. 試験結果および考察

3.I.乾燥による曲り,割れの経過

各供試材の含水率変化と曲りをFig･3に示した｡各供試材の含水率は,測定開始時点において50-10･0%

の範囲のバラツキがあったが,12日目においてほぼ同じ値となり,50日目で平衡状態に達 してい る｡曲り

は,75mm正角心持材では,2,500本/ha区, および4,500本/ha区の供試材において100日後に約0･35%

の曲りに達しているのに対し,10,000本/ha区の供試材においては,同期0･13%にすぎない｡一方,心去り

材において,75mm 正角材では,100日後の曲りは0･62%に達しているが,45mm正利では,0･22%でし

かない｡割れは,45mm正割心去り材,75mm正角心去り材では一切現われず,75mm正角心持材では,

2,500本/ha区の供試材3本のうち1本に長さ30cmの割れが生じ,4,500本/ha区の供試材3本には,平均

50cmの割れが生じ,10,000本/ha区の供試材3本には,平均 150cmの割れが生じた｡

供試本数が少いので明確な断定は出来ないが,スギ間伐材は乾燥に伴う曲りの増加と割れの発生が見られ,

乾燥後に著しい等級低下が見られる｡また,75mm正角心持材を見ると明らかなように,植栽密度が大に,

なる程曲りは小さくなっているが,割れの発生は逆に多くなっている｡これは,植栽密度の差により供試原

20 40 60 80 (00
日 経 過 (日)

Fig3･乾燥による曲りの経過

実線曲り,破線含水率

75mm正角心持材

02,500本/ha区 (3本)
△ 4,500本/ha区 (3本)
□ 10,000本/ha区 (3本)

75mm正角心去り材

▽ 2,500本/ha区 (2本)
45mm正割心去り材
× 2,500本/ha区 (17本)
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Table2･75mm 正 角 心 持 材 の 材 質
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Tab14･45mm 正 割 心 去 り 材 の 材 質

原木No. 製材No. 平均年輪(mm)気乾比重(g/cm3) 等 級 生 材 の 材 質 気 乾 材 の 材 質節国割れ桓桓 曲げ破壊 曲げヤン 曲げヤ ン 曲けヤング含水率 係数 (Ⅰ) グ率 (Ⅰ) グ率(ⅠⅠ)率 (AV.) 曲げ破壊 曲げヤン含水率 係数(ⅠⅠ) グ率(ⅠⅠ)

Av.E 3.21 0.40I1Ill特 t特 】1I 721 4431 57.71 57.2I 57.5I10.8
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Ⅰ,ⅠⅠは同一試験材の 1/2づっを示し,Ⅰは生材のまま破壊し,ⅠⅠは気乾材にしてから破壊
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木の寸法が違い,75mm正角心持材となる部位の年輪が異なることによると考えられる｡

3.2. 曲 げ性 能

75mm 正角心持材の生材および気乾材の曲げ隆能はTable2に示す通りである｡ 同表には供試材 の等

級,平均年輪幅,気乾比重および試験時含水率があわせて記されている｡

表より明らかなように,2,500本/ha区および4,500本/ha区の供試材の品等は,曲りによって2等,10,000

本/ha区のそれは,割れによって等外あるいは1等であった｡試験時含水率は,生材で50-70%,気乾材で

10%であった｡

生材の曲げヤング率,気乾材の曲げ破壊係数および曲げヤング率は,すべて植栽密度が大になる程大きな

値を示した｡一方,平均年輪幅および気乾比重は,両者とも植栽密度が大になる程小さな値を示した｡これ

らの原因については最後に検討する｡

つぎに,2,500本/ha区の原木から75mm 正角心持材を製材した周辺残部より製材きれた75mm 正角心

去り材および45mm正割心去り材の生材および気乾材の曲げ性能が,それぞれ Table3,4に示されてい

る｡同表にも供試材の等級,平均正輪幅,気乾比重および試験時含水率が併記されている｡原木N0.1の75

mm正角心､去 り柳 こおいて,生材の曲げヤング率,気乾材の曲げ破壊係数および曲げヤング率は,すべて75

mm正角心持材のそれらの約 1･4倍程の値となっている.45mm正熟む去り材においても,曲げヤング率お

よび破壊係数は,17本のうち3本を除いてすべて高い値となっている｡

4. お わ り に

植栽密度の違いによって,供試原木の元口径は 12-26cm とかなりの開きがあ る (Tablel参照)｡ こ

の供試原木より75mm正角心持材を製材した場合,2,500本/ha区の材では樹心から9-13年輪 までの部

疏,4,500本/ha区の材では13-15年輪までの部位,10,000本/ha区の材では14-21年輪までOj部位が製材

に含まれた｡一方,同じ材料についての組織観察3)より,樹心から10-15年輪の範酢では組織が明らかに未

成熟であるため,この部位の違いが75mm 正角心持材の強度に影響し,植栽密度が大になる程強度が高い

原因となっていると考えられる｡これは,75mm正角心持材をとった残 りから製材した75mm正舟山去り

材および45mm 正瓢亡卜去り材の強度が,75mm正角心持材のそれより高い (気乾時の曲げヤング率で l･2

-1.3倍)ことによって裏付けられている｡このことより, 間伐材を利用するに当って,原木の径に近い寸

法で製材するならば高い強度が得られることになる｡ これは,75mm正角心持材の気乾時の曲げヤング率

において,4,500本/ha区および 10,000本/ha区のすべての供試木が構造設計規準4)の普通構造材の値より

高い値を示している事から裏付けられる｡さらに間伐材を丸太のままで利用する方法や,利用しやすい寸法

に製材するに適した径で伐採する事の出来る植栽密度や間伐期を考える必要があると思われる｡

今回の報告は,供試木の本数が少なかったために充分な結論には至らなかったが,植栽密度と構造的性質

の関係についての問題提起として造林および利用上の参考になれば幸甚である｡
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